
1 　　　この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金を受けて発行しています。

発行／社会福祉法人　弟子屈町社会福祉協議会

　弟子屈町社会福祉協議会だより� 平成28年10月１日発行　No.229　

　８月１日㈪、２日㈫の２日間、「中・高校生ワークキャンプ」が実施されました。
　この事業は、弟子屈町内の社会福祉施設での体験学習、体験講座を通して、中学・高校生のボラン
ティア活動への理解と地域における福祉教育とボランティア活動の振興をはかることを目的とした活
動です。
　18回目の開催を迎えた今年は、町内の高校生６名が参加しました。
　１日目は「弟子屈町老人デイサービスセンター」で高齢者の方々とおしゃべりをしたり、体操やレ
クリエーションの棒倒しゲームなどをして交流しました。
　２日目の前半は、「社会福祉法人てつなぎ」を訪問しました。「しいたけの栽培」と「新聞回収」の
作業を体験した高校生達は、「はたらくこと」の大変さや喜びを利用者と交流しながら学んでいました。
　後半は、視覚障がい者の疑似体験で、福祉センターから摩周湖農協店までの道のりをアイマスクを
つけて移動しました。２日間の活動を通して、参加者たちは多くのことを経験しました。
　今回学んだことを通して、少しでもボランティアへの興味を持って、将来困っている人を支えてい
く人材に成長していくことを期待します。

弟子屈町中央２丁目10番25号　社会老人福祉センター内（☎015-482-1054・FAX482-1236）

中・高校生
ワークキャンプ
開催！
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米
寿
記
念
の
祝
品
贈
呈

釧
老
連
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

第
十
七
回
弟
老
連
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

釧
老
連
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　
今
年
度
も
釧
路
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
よ
り
、

「
敬
老
の
日
」
の
行
事
の
一
環
と
し
て
満
八
十
八
歳

を
迎
え
る
弟
子
屈
町
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
る

会
員
の
方
へ
の
祝
い
品
が

届
き
ま
し
た
。

　
対
象
者
（
男
性
三
名
、

女
性
五
名
）
八
名
の
方
へ

長
寿
の
祝
い
と
併
せ
て
長

年
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
言
葉

を
添
え
て
、
弟
老
連
竹
内

会
長
よ
り
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
東
ブ
ロ
ッ
ク
地
区
（
厚
岸
町
・
浜
中

町
・
標
茶
町
・
弟
子
屈
町
）
の
開
催
地
輪
番
に

よ
り
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
釧
老
連
東
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
会
は
、
本
年
度
は
本
町
が
開
催
地
で
あ

り
、
七
月
十
四
日
（
木
）
弟
子
屈
町
社
会
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
、
弟
老
連
よ
り

二
十
二
名
の
会
員
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　「
高
齢
者
の
栄
養
を
考
え
る
」
と
題
し
ま
し

て
、
弟
子
屈
町
健
康
推
進
課
　
石
塚
　
員
可
氏

に
よ
り
ご
講
演
い
た
だ
き
、
健
康
維
持
の
中
心

は
「
食
事
」
で
あ
り
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
の
が
大

事
な
ど
、
よ
り
身
近
で
具
体
的
な
お
話
が
聞
け

て
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
第
十
七
回
弟
老
連
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
八
月
四
日
（
木
）
奥
春
別
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
九
単
位
ク
ラ
ブ
よ
り
会
員
四
十
名
の
参
加
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
競
い
合
い
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
当
大
会
は
、
釧
路

地
区
老
人
ク
ラ
ブ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

へ
の
出
場
権
予
選
を

兼
ね
て
お
り
、
当
日

は
炎
天
下
に
も
か
か

わ
ら
ず
各
組
白
熱
し

た
展
開
を
繰
り
広
げ

て
お
り
ま
し
た
。

結果は次のとおり。
☆団体優勝　鈴蘭ほのぼの会【二連覇】
☆男子優勝　鏡　　　充さん（見晴清寿会）【二連覇】
☆女子優勝　石橋あき子さん（鈴蘭ほのぼの会）
　　　　　　【初優勝】

☆とび賞　
男性の部　二十位　　
　野田　　彰さん（鈴蘭ほのぼの会）
☆ホールインワン賞　
男性の部　丹伊田重男さん（仁伏温和会）
女性の部　前中フミエさん（川湯鶴寿会）

　
九
月
二
日
（
金
）、
第
十
三
回
釧
路
地
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
鶴
居
村
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
開
催
さ
れ
る
本
大
会
は
、
管
内
七
町
村
老
人

ク
ラ
ブ
よ
り
選
抜
さ
れ
た
会
員
一
〇
五
名
が
参
加
さ

れ
、
弟
老
連
か
ら
も
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
男
女
各

九
名
（
計
十
八
名
）
の
会
員
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　
弟
老
連
選
抜
会
員
の
方
々
は
、
惜
し
く
も
上
位
入

賞
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
個
人
賞
と
い
た
し

ま
し
て
「
と
び
賞
」・「
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
」
の
各

賞
を
次
の
よ
う
に
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

記念品を受け取る江上さん

晴天の中のプレーとなった
当日の様子

講演を聞く参加者たち

大会に参加された皆さん

老
人
ク
ラ
ブ
の
あ
し
あ
と

釧
老
連
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
七
月
一
日
（
金
）
釧
路
市
市
民
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
に
お
い
て
第
三
十
五
回
釧
路
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
夏
空
の
暑
い
中
開
催
さ
れ
、
管
内
よ

り
三
十
七
名
、
弟
老
連
よ
り
二
チ
ー
ム
九

名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
両
チ
ー
ム
も
健
闘
虚
し
く
、
昨
年
度
の

成
績
を
上
回
る
結
果
と
は
な
ら
ず
、
参
加

さ
れ
た
方
々

は
次
年
度
こ

そ
リ
ベ
ン
ジ

を
果
た
し
た

い
と
意
気
込

み
を
語
っ
て

お
り
ま
し
た
。

狙いを定めて打つ！
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1,400,000円
（昨年度実績額　1,451,537円）

皆さまのあたたかいご協力をお願い致します。

　運動期間　　10月１日〜12月31日（全国一斉に行なわれます）
　募金の種類と内容
「家庭」を対象とした戸別募金（小口募金）
「通行人」を対象とし、運動をPRする街頭募金
「企業」を対象とした法人募金（大口募金）
「従業員」を対象とした職域募金
「児童・生徒」を対象とし、福祉教育を目的とした学校募金
「各種イベント」による興業募金など
　このほかに「募金箱」を町内の病院、商店等に設置させて
頂き、町民の皆さまからのご協力をお願いしております。

　大口募金につきましては、募金ボランティアが会社・法人・
団体・個人でご協力いただける方のところにご協力に伺い
ますので、その節はよろしくお願い致します。
　小口募金につきましては、それぞれの自治会役員・駐在
員の方々を通じて、ご協力をお願い致します。 

妖怪ウォッチ×赤い羽根共同募金
が今年もコラボします！！

平成
28年度
目標額

〜集められた募金は弟子屈町と全道・広域の福祉のために役立てられます〜

　平成28年４月14日㈭に発生した「熊本地震」の義援金を募集しております。
　地震発生から半年が経過した今もなお、震度１以上の余震が続き、
その数は2,000回を越えました。
　被害が甚大で被災地の復旧・復興には期間を要し、今なお不便な生
活を強いられている方々が多数いらっしゃいます。
　皆様から義援金の申出を途切れなくいただいている現状を踏まえ、
義援金の受付期間を下記のとおり延長しておりますので、お知らせい
たします。

※ 本会では、電話やFAXで皆様に義援金のご協力を依頼することは一切ございません。義援金
の募集を装った振り込め詐欺等、皆様の善意に乗じた卑劣な犯罪に巻き込まれないように、十
分ご注意ください。

義援金受付期間

義援金
受付先

弟子屈町社会福祉協議会（弟子屈町共同募金委員会）
弟子屈町中央２丁目10番25号　弟子屈町社会老人福祉センター内

平成28年４月15日㈮から平成28年６月30日㈭まで延長前

平成28年４月15日㈮から平成29年３月31日㈮まで延長後

平成
28年度 熊本地震の義援金募集期間延長のお知らせ
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　７月31日㈰10時より待合室「みちくさ」にお
いて、フリーマーケットを開催しました。雨が
心配される中、室内外で９店舗が参加しました。
　外のテントでは、やきそば、たこ焼きなども
出店し、会場は大盛況でした。
　足元が悪い中、たくさんのお客様に来ていた
だきありがとうございました。

　８月６日㈯18時より待合室「みちくさ」に
おいて、ゲストに「HAL」の皆さんをお迎
えし今年も「七夕音楽の夕べ」を開催しました。
　素晴らしい歌声と演奏、楽しいトークを聞
きながら、みんなで昔懐かしい曲を大合唱し、
楽しいひと時を過ごしました。
　スタッフの皆さんが作ってくれた食事に舌
つづみをうちながら、会話に華をさかせてい
ました。

今年もやりました！

フリーマーケット

七夕の夕べ
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浄土　美津子　様
菅野　良介　様
匿名者　様
明鶴寮　様
古瀬　駿　様
古瀬　らむ　様
森の家しらかば　様
古瀬　マミ　様
北崎　捺樹　様
ベスト電器　様
一般社団法人ゆっくりん様
フレンドリショップ　きた様
セイコーマート川湯店様 
セイコーマートやまな店様
社会福祉法人てつなぎ様

◆ エコキャップ◆
我妻　弘子　様
摩周厚生病院　様
川湯小学校　様
奥春別小学校　様
石坂　幸栄　様
摩周厚生病院　様
森谷　律子　様
ピンクル　様
北﨑　貴詞　様
北﨑　博貴　様
あったか家　様
ぬくもり弁当　様
安倍　恵美　様
お宿　欣喜湯　様

◆リングプル◆
川湯小学校　様
加賀沢みさ　様
奥春別小学校　様
石坂　幸栄　様
森谷　律子　様
ピンクル　様
菅野　良介　様
浄土　美津子　様
片岡　サチ子　様
明鶴寮　様
北﨑　貴詞　様
北﨑　博貴　様
ホテル摩周　様
ベスト電器　様
石橋　和美　様

◆使用済み切手◆
弟子屈郵便局　様
高台歯科クリニック　様
便利屋　すずき　様

◆フリマ用品◆
須藤　多恵子　様
松本自転車　様

収集ボランティア活動報告
弟子屈町社会福祉協議会預かり分／平成28年６月22日〜平成28年９月23日まで
ボランティアセンター預かり分／平成28年６月22日〜平成28年９月23日まで

　いつも収集ボランティアにご協力くださいまして、心より感謝申し上げます。
　ボランティアセンターより、皆様へお願いがございます。現在、リングプルやエコキャップを
収集させていただいておりますが、それらは洗って乾かしてから「袋、箱」などに入れてお持ち
ください。
　ごくまれに、ペットボトル容器をくり抜いたものの中に、エコキャップやリングプルを入れて
持って来て下さる方がいます。ご遠慮ください。

　しょう油、みりん類、カセットボンベ 、スプレー缶、ドレッシング、マヨネーズ、各種チュー
ブ、カップ酒、ウイスキーボトルのふたなどはエコキャップではありません。

これらのキャップは全て町の資源ごみ（緑色の袋）に入れて
各自ごみの日に出してください。

エコキャップは、ペットボトルキャップのみです。

右記のふたは、
集めて

おりません
カップ酒 しょう油 マヨネーズ 酒類 ドレッシングわさび・からし

のチューブ

ボランティアセンターからのお願い
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◆広瀬　貞吉 様 1,146円 （社会福祉のために使ってください）

◆弟子屈郵便局 様 5,105円 （摩周の里夏祭りの収益の一部を
　　　　　社会福祉のために使ってください）

◆大橋　和夫 様 50,000円 （社会福祉のために使ってください）

◆弟子屈町文化協会 様 25,887円 （チャリティー春のまつりの益金を
　　　　　社会福祉のために使ってください）

◆泉自治会女性部 様 清拭布　1,346枚
タオルケット　３枚 （必要とされる方のために使ってください）

◆早川　鶴松 様 シルバーカー　１台 （高齢者の方のために使ってください）

◆高台自治会女性部 様 雑　巾　160枚
清拭布　630枚 （必要とされる方のために使ってください）

寄　附　金

寄　贈　品

社
協
の
運
営
は
、

皆
様
の
暖
か
い
善
意
に

　

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、

行
政
や
地
域
住
民
の
皆

様
に
支
え
ら
れ
、誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
福
祉
の
町

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

慶
弔
の
お
返
し
に
か

え
て
ま
た
結
婚
、出
産

等
を
記
念
し
て
、地
域

福
祉
の
推
進
の
た
め
に
、

皆
様
の
ご
厚
情
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

社会福祉法人
弟子屈町社会福祉協議会
〒088－3211
弟子屈町中央2丁目10番25号
　弟子屈町社会老人福祉センター内
　　　　　　TEL 015－482－1054
　　　　　　FAX015－482－1236

ご意見ご感想をお寄せ下さい

平成28年６月22日から平成28年９月23日までにお寄せいただいた「寄附金」・「寄贈品」を紹介します。

あたたかい善意ありがとうございます

　９月中旬、社会福祉協議会に素敵な寄付が届けられま
した。
　丸三みうら英会話教室の生徒14名と保護者の方々が、
町内の高齢者の方に使っていただきたいと37足の靴下
を寄付してくださりました。
　この活動は、英会話教室の先生がアメリカ合衆国（コ
ロラド州）に住んでいた時の友人が立ち上げたプロジェ
クトSock it to’em （ホームレス、児童養護施設、高
齢者の方々へ靴下を寄付するキャンペーン）の呼びかけ
によりはじまりました。

必要な方に、靴下をお譲りいたしますので、
　社会福祉協議会事務所までお越しください。

※サイズ、色、素材などはご希望に添えない場合がございますので、ご了承ください。

ぬくも り

先着37足となります

はいかがですか


